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An aminophenyl-functionalized diketopyrrolopyrrole (DPP) was designed and synthesized 

to react with acrolein. The cyclization reaction between acrolein and the aminophenyl group 

resulted in an increase in fluorescence at 612 nm in the emission spectrum, along with an 18 

nm blue-shift from 630 to 612 nm. This phenomenon occurred because the formation of a 

quinolyl group led to the disturbance of photoinduced electron transfer from the electron-rich 

amine group to the electron-poor DPP core. This result suggested that the DPP derivative 

enhanced the fluorescence intensity to react with acrolein. 
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ジケトピロロピロール（DPP）は高い発光量子収率や吸光係数等の優れた特性を有

するため、金属イオンやアニオンなどの蛍光プローブとして研究が盛んにおこなわれ

ている 1。しかしながら DPPと基質のスクラウプキノリン合成反応を利用した蛍光プ

ローブはこれまで報告されていなかった。一方、本研究で対象とするアルデヒド基と

共役アルケンといった官能基を持つアクロレインは、酸化ストレスによって細胞内で

その生産量が増減すると考えられるため、細胞の酸化ストレスマーカーとして注目さ

れている 2。そこで、不飽和アルドヒドであるアクロレインと反応するようにアミノ

フェニル基を導入したジケトピロロピロール誘導体を合成した。アクロレインとアミ

ノフェニル基とのキノリル基形成反応により発光量子収率が 0.22 から 0.39 への向上

が観測された。この現象は、キノリル基の形成により、電子豊富なアミン基から電子

不足の DPPコアへの光誘起電子移動が阻害されたために起こったと考えられる。 
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